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る。 1 クールごとに学生 6 ～ 8 名と教員 1 名で
3 チーム編成し、それぞれ 6 日間仮設住宅に滞
在した。この度のサービスラーニングには、 2


































































































































表 2 . 3 　事後レポートからの抜粋　（人として感じ、考えて成長できたこと）

































































事後レポートの内容は 2 年生と 3 年生で大き
な差が感じられた。 3 年生は管理栄養士養成カ
リキュラム科目の履修をほとんど終えているだ
けでなく、臨地実習も経験している。そのため
に、「今まで栄養学の勉強をしてきてこんなに
も嬉しいことはなかったので、就職してもこん
なやりがいのある仕事ができるようになりたい
と思った」、「全体を見て気配りができるように
なり、失敗などへの対応、優先順位を考えて作
業を割り振るなど先を見据えた行動ができるよ
うになった」などの意見があり、管理栄養士と
して働く将来を見据えた感想であった。また、
すべての学生が「人との繋がりを大切にしたい」
と感じていた。これは、震災からの復興の中で、
多種多様の多くの人と関わり、苦難を乗り越え
てこられた被災者から直接伺うことができたた
めであり、被災地で行うサービスラーニングの
特徴（長所）であると考えられる。
本研究は、コンピテンシー達成度の評価を自
己評価でしか行っていない。茶屋道ら18）は、学
生が行う震災ボランティア活動の教育的意義を
述べている中で、ボランティア活動は人として
の成長を大きく加速させるものであるため、単
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位として認めてカリキュラムに位置付けること
に賛同している。しかしながら、単位として認
めることになれば、大学としては自発的に行
うボランティアを評価する困難さに向き合い、
「評価の基準（ミニマムスタンダード）」を持た
なければならないと述べている。このことから
も、本サービスラーニングの参加者を客観的な
面から評価する必要もあった。サービスラーニ
ングの単位に対する評価基準について慎重に議
論されることが望まれる。
Ⅴ．結論
被災地における食事提供サービスラーニング
に参加することで、学生は、職業意識、専門的
実践能力ともに大幅な向上を認めた。このこと
から、本サービスラーニングは管理栄養士のコ
ンピテンシーを向上させる有用な活動であり、
管理栄養士養成カリキュラムとして高い教育効
果が望める。
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